
―

宮
氏
研
究
ノ
ー
ト
ー

南
北
朝
期
の
宮
氏

【序
論
】

私
が
宮
氏
に
興
味
を
持

っ
た
の
は
、
「中
世
を
読
む
会
」
で
有
地
氏
を
担
当
し
、
そ

の
調
査
過
程
で
有
地
氏
の
惣
領
家

・
亀
寿
山
城
主
宮
氏
に
接
す
る
機
会
を
持

っ
た
た

め
で
す
。
宮
氏
は
、
室
町
時
代
に
は
幕
府
奉
公
衆
と
し
て
足
利
将
軍
家
に
近
侍
す
る

備
後
最
大
の
国
衆
で
し
た
が
、
戦
国
時
代
初
頭
の
動
乱
の
な
か
で
惣
領
家
及
び
庶
子

家
の
殆
ど
が
減
ん
で
し
ま

っ
た
た
め
に
、
そ
の
家
系
や
所
領
に
関
す
る
史
料
が
山
内

首
藤
氏
や
小
早
川
氏
の
よ
う
に
ま
と
ま

っ
て
伝
来
せ
ず
、
謎
の
多
い
一
族
と
な

っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
の

『広
島
県
史
』
や

「岡
山
県
史
』
、
「室
町
幕
府
守
護
制

度
の
研
究
」
（佐
藤
進

一
氏
著
）と
い
っ
た
書
物
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
南
北
朝
期
に

宮
下
野
入
道
が
備
中
守
護
を
務
め
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
宮
下

野
入
道
の
備
中
守
護
在
職
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

「室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』

に

『東
寺
百
合
文
書
』
お
よ
び

『春
日
神
社
文
書
』
等
を
徴
証
と
し
て
詳
し
く
立
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
但
し
、
備
中
守
護
を
務
め
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
『広
島
県
史
』
と

『岡
山
県
史
』
は
宮
下
野
守
兼
信
を
、
『室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
で
は
宮
下
野

守
氏
信
を
比
定
し
て
お
り
、
混
乱
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
備
後
の
郷
土
史
を
研
究

木

下

和

司

さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
明
ら
か
な
よ
う
に
、
備
中
守
護
を
務
め
た
の
は
下
野
守
兼
信

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
こ
の
小
論
は
私
が
調
べ
た
宮
氏
に
関
す
る
南
北

朝
期
の
史
料
を
整
理
し
て
、
備
中
守
護
を
務
め
た
人
物
が
誰
な
の
か
を
比
定
す
る
作

業
を
行

っ
た
過
程
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
す
。

も
と
も
と
こ
の
小
論
は
、
機
関
誌

「中
世
を
読
む
」
に
何
か
書
い
て
見
ま
せ
ん
か

と
言
う
田
国
会
長
の
す
す
め
従

っ
て
宮
氏

一
族
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
と
し
た
こ

と
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
宮
氏

一
族
を
全
体
的
に
捉
え
る
こ
と
は
浅
学

の
私
に
は
困
難
だ

っ
た
た
め
、
今
回
は
備
中
守
護
職
へ
の
補
任
を
中
心
と
し
て
南
北

朝
期
の
宮
氏
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
備
後
の
郷
土
史
を
学
び
始
め
て
半
年

に
し
か
な
ら
な
い
た
め
、
考
え
違
い
等
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
達
の
皆
さ

ん
の
ご
批
判

・
ご
批
評
を
仰
ぎ
た
く
、
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
こ
の
小
論
を
書
く
に
当
た
っ
て
は
田
国
会
長
の
書
か
れ
た
も
の
を
多
数
参
考

に
さ
せ
て
戴
く
と
と
も
に
、
会
長
よ
り
貴
重
な
助
言
を
戴
き
ま
し
た
。
謝
意
を
表
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。
参
考
に
さ
せ
て
戴
い
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
に
他
の
参
考

文
献
と
と
も
に
ま
と
め
て
提
示
致
し
ま
す
。
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【宮
氏
の
家
系
】

南
北
朝
時
代
か
ら
は
少
し
時
代
は
下
り
ま
す
が
、
康
正
三
年

（
一
四
五
六
）
の
内

裏
造
営
費
用
の
受
取
り
の

一
部
で
あ
る
「康
正
三
年
造
内
裏
段
銭
井
国
役
引
付
宍
『群

書
類
従
』
所
収
）
を
見
る
と
宮
氏
に
関
す
る
次
の
記
述
が
目
に
は
い
り
ま
す
。

五
貫
文
　
　
　
　
宮
下
総
殿
　
　
　
　
　
備
後

一
国
之
内
段
銭

拾
貫
文
　
　
　
　
｛呂
下
野
守
殿
　
　
　
　
備
後
国
之
内
段
銭

一
貫
文
　
　
　
　
宮
彦
二
郎
殿
　
　
　
　
備
後
国
之
内
段
銭

一
貫
文
　
　
　
　
宮
五
郎
左
衛
門
殿
　
　
備
後
国
神
石
郡
高
光
郷
段
銭

五
貫
文
　
　
　
　
｛呂
式
部
丞
殿
　
　
　
　
備
後
国
段
銭

拾
貫
文
　
　
　
　
宮
下
野
守
　
　
　
　
　
備
後
国
之
段
銭

二
貫
文
　
　
　
　
宮
彦
次
郎
殿
　
　
　
　
備
後
国
内
三
ヶ
所
之
段
銭

弐
拾
貫
文
　
　
　
宮
上
野
介
殿
　
　
　
　
備
後
国
所
々
七
ヶ
所
段
銭

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
康
正
三
年
時
点
で
宮
氏
に
は
下
総

・
下
野
守

・
彦
次
郎

・
五

郎
左
衛
門

・
式
部
丞

・
上
野
介
を
名
乗
る
六
つ
の
段
銭
京
済
を
許
さ
れ
た
家
系
、
即

ち
奉
公
衆
に
属
す
る
家
系
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
段
銭
と
は
領
地

の
図
田
面
積

（実
際
の
領
有
面
積
と
は
異
な
り
、
大
田
文
に
記
載
さ
れ
た
課
税
対
象

面
積
の
こ
と
で
す
が
、
実
際
の
領
有
面
積
に
比
例
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
）
に
対

し
て

一
段
当
た
り
何
文
と
言
う
か
た
ち
で
か
け
ら
れ
る
税
金
で
す
か
ら
、
下
野
守

・

上
野
介
両
家
が
圧
倒
的
に
広
い
領
地
を
持
ち
、
続
い
て
下
総
家

・
式
部
丞
家

・
彦
次

郎
家

・
五
郎
左
衛
門
家
と
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
室
町
将
軍
家
の
直
轄
軍
で
あ
る
奉
公
衆
の
編
支
表
は

一仁
番
帳

一
と
呼
ば

れ
て
い
て
、
現
代
ま
で
伝
わ

っ
て
い
る
も
の
は
、
一文
安
年
中
御
番
帳
」
、
マ
杢
早
以
来

御
番
帳
」
、
「長
享
元
年
九
月
十
二
日
常
徳
院
殿
様
江
州
動
座
当
時
在
陣
衆
着
到
」
、
「東

山
殿
時
代
大
名
外
様
附
」
、
「久
下
文
書
所
収
四
番
交
名
」
の
五
種
類

（以
上
ま
と
め

て

「御
番
帳
」
等
と
略
す
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
散
見
さ
れ
る
宮
氏
を
各
番
毎

に
整
理
し
た
も
の
が
表

一
（次
ペ
ー
ジ
）
で
す
。

表

一
を
見
る
と
宮
氏
は
奉
公
衆
五
ヶ
番
の
内
、　
一
番

・
四
番

・
五
番
に
属
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の

「御
番
帳
」
等
に
出
て
く
る
宮
氏
は
、
四
番
衆
に
上

野
介

・
彦
次
郎

・
式
部
丞
と
見
え
、
五
番
衆
に
下
野
守

・
五
郎
左
衛
門
尉
の
名
が
見

え
て

「康
正
三
年
造
内
裏
段
銭
井
国
役
引
付
」
に
認
め
ら
れ
る
五
つ
の
家
系
と

一
致

し
ま
す
。
し
か
し
、
残
る
ひ
と
つ
の
家
系

・
下
総
家
に
つ
い
て
は
、
「御
番
帳
」
等
で

は
そ
の
名
前
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、　
一
番
衆
に
見
ら
れ
る
官
氏
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
左
記
の
六
つ
の
家
系
が
宮
氏
に
あ

っ
た
と
仮
定
し
て
、
仮

名

・
通
字

・
官
途
等
を
た
よ
り
と
し
て
史
料
に
で
て
く
る
宮
氏
の
名
前
を
各
家
系
毎

に
分
類
し
た
も
の
が
本
稿
末
に
添
付
し
た
付
表

一
・
二
で
す
。

付
表

一
・
二
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
宮
氏
に
は
室
町
時
代
初
期
か
ら
二
つ
の
有
力

な
家
系
、
次
郎
左
衛
門
尉

・
上
野
介
を
代
々
の
官
途
と
し
て
名
乗
り
に

「信
」
を
通

字
と
す
る
家
系
（以
後
、
上
野
介
家
と
呼
ぶ
）
及
び
、
下
野
守
を
代
々
の
官
途
と
し
、

名
乗
り
に

「盛
」
を
通
字
と
す
る
家
系

（以
後
、
下
野
守
家
と
呼
ぶ
）
が
あ
っ
た
事

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
応
永
年
間
以
降
に
は
奉
公
衆
四
番
に
属
す
る
彦
次
郎
を
仮

名
と
す
る
家
系
と
、
同
じ
く
式
部
丞
を
官
途
と
す
る
家
系
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
永
享
年
間
以
降
に
な
る
と
奉
公
衆
五
番
に
属
す
る
又
五
郎
を
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番 帳 名 文安番帳 永享番帳 康正二年引付 久下番帳(四番) 長享番帳 東山殿時代番帳

番/年 代 1444～49年 1450～ 56年 1456年 1459～ 65年 1487`F 1492～ 93年

一  番 官孫左衛門大夫
官孫左衛門尉

宮孫左衛門大夫 (官下総力) 宮平次郎 官常陸介

四  番 官上野介

宮彦次郎
宮三河入道

宮上野介 官上野介

宮彦次郎
官式部丞

宮上野介

宮彦次郎
宮式部丞

官若狭守宗兼

官近江守
宮弥太郎

宮上野入道
宮若狭守
宮又次郎
宮近江守

五  番 官下野守

宮五郎左衛門尉
官二郎

官下野守
官修理亮
宮五郎左衛門尉

官下野守

宮五郎左衛門尉

宮下野守政盛

宮五郎左衛門盛秀

官下野守
官五郎
宮五郎左衛門尉
官中務丞
宮伊賀入道

出典

略  称 正 式 名 称 出 典

文 安 番 帳 「文安年中御番帳」 『群書類従』

永 享 番 帳 「永享以来御番帳」 『群書類従』

康正二年引付 「康正三年造内裏段銭井国役引付」 『群書類従』

久 下 番 帳 「久下文書四番交名」 『史林』63巻 6号 今谷明氏『東山殿時代大名外様附Jについて

長 享 番 帳 「長享元年九月十二日常徳院殿様
江州御動座当時在陣衆到着」

『群書類従』

東山殿時代番帳 「東山殿時代大名外様附J 『史林』63巻 6号 今谷明氏 F東山段時代大名外様附』について

表一 諸番帳 。康正三年引付の宮氏

【注】「文安番帳J、「永享番帳Jの成立時期については、『日本歴史』274号、福田豊彦氏「室町幕府の
『奉公衆』

～御番帳の作成年代を中心として～」によっています。

仮
名
と
し
て
五
郎
左
衛
門
尉
を
官
途
と
す
る
家
系
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
こ
の
五
つ

の
家
系
に
つ
い
て
は
古
文
書

・
日
記
等
の
史
料
で
確
認
が
取
れ
る
の
で
す
が
、
奉
公

衆

一
番
に
属
す
る
家
系
に
つ
い
て
は

『群
書
類
従
』
所
収
の

「御
番
帳
」
等
に
し
か

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
小
論
の
目
的
は
、
南
北
朝
期
に
備
中
守
護
を
務
め
た
宮
氏
の
家
系
及
び
人
物

を
比
定
に
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
前
述
の
下
野
守
家
ま
た
は
上
野
介
家
が
そ
の
対
象

と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
史
料
は
仮
名

・
官
途
の
み
が
書
か
れ
て
い

て
、
実
名
の
不
明
な
も
の
が
多
い
た
め
、
次
項
で
は
こ
の
二
つ
の
家
系
に
つ
い
て
史

料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
各
文
書
に
現
わ
れ
る
人
物
の
実
名
を
明
ら
か
に
し
、
備
中

守
護
を
務
め
た
人
物
を
比
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【南
北
朝
期
の
宮
氏

（
一
こ

宮
氏
の
名
が
歴
史
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
『太
平
記
』
巻
七

（船
上
合
戦
事
）
で
、

元
弘
三
年

（
一
三
三
三
）
間
二
月
、
船
上
山
の
後
醍
醐
天
皇
の
も
と
に
馳
せ
参
じ
た

中
国
地
方
の
兵
の
中
に
備
後
国
の

一
族
と
し
て
江
田
、
広
沢
、
宮
、
三
吉
と
見
え
る

の
が
初
見
と
な
り
ま
す
。
続
い
て
宮

一
族
の
具
体
的
な
人
名
が
現
わ
れ
る
の
も

『太

平
記
』
が
初
見
で
、
巻
三
二

（義
助
朝
臣
病
死
事
附
軍
事
）
康
永
元
年

（
三
二
四

一
）

の
伊
予
国
川
之
江
城
攻
め
に
足
利
尊
氏
方

・
細
川
頼
春
の
武
将
と
し
て
備
後
の
豪
族

宮
下
野
守
兼
信
の
名
前
が
見
え
ま
す
。
同
じ
く

『太
平
記
』
巻
二
九
に
、
観
応
二
年

（
一
三
五

一
）

一
月
高
師
泰
が
石
見
国
か
ら
摂
津

・
播
磨

へ
引
き
返
す
途
中
、
足
利

直
義
方
の
武
将
上
杉
憲
能
に
追
撃
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
殿
軍
と
し
て
宮
兼
信
が
活
躍

し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
宮
兼
信
は
南
北
朝
の
争
乱
期
に
尊
氏
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方
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
が
、
兼
信
の
面
目
躍
如
た
る
の
は

「太
平

記
』
巻
三
人
の
宮
内
合
戦
で
、
備
後
国
の
大
半
を
討
ち
従
え
た
足
利
直
冬
の
大
軍
を

向
こ
う
に
廻
し
て
亀
寿
山
城
に
籠
城
し
、
貞
治
二
年

（
一
三
六
三
）
九
月
に
は
子
息

下
野
次
郎
氏
信
と
と
も
に
直
冬
の
大
軍
を
打
ち
破

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
兼
信
は

出
家
し
て
い
た
よ
う
で
宮
下
野
入
道
道
山
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
後
述
し
ま
す
よ
う

に
、
別
の
古
文
書
に
は
入
道
道
仙
と
あ
り
、
兼
信
は
法
名
と
し
て
道
山
ま
た
は
道
仙

と
号
し
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
記
述
が
次
郎
氏
信
の
初
見
と
な
り
ま
す
。
兼
信

の
出
家
時
期
に
つ
い
て
は

『太
平
記
』
巻
三

一

（八
幡
合
戦
事
付
官
軍
夜
討
事
）
観

応
三
年

（
一
三
五
二
）
四
月
二
十
五
日
の
条
に
宮
入
道
の
記
述
が
見
え
、
こ
の
年
ま

で
に
兼
信
は
出
家
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
「賢
俊
僧
正
日
記
」
文
和
四
年

（
一
三
五
五
）
五
月
十
九
日
の
条
に
、
宮
入
道
が
三
宝
院
賢
俊
を
通
じ
て
足
利
尊
氏
、

義
詮
の
二
人
を
京
の
宿
舎
に
招
待
し
た
と
言
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
人
の
訪

間
は
、
「福
山
市
史
』
の
一言
つ
よ
う
に
観
応
の
擾
乱
に
際
し
て
、
備
後
最
大
の
勢
力
で

あ

っ
た
宮
氏
を
尊
氏
方
に
引
き
付
け
て
お
く
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
が
先
の
宮
内
合
戦

で
の
兼
信

・
氏
信
の
奮
戦
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

少
し
時
代
を
下
っ
て

「花
栄
三
代
記
」
永
和
元
年

（
一
三
七
五
）
三
月
二
十
七
日

の
条
に
、
石
清
水
八
幡
宮
参
詣
足
利
義
満
近
習
と
し
て
宮
下
野
守
の
名
が
見
え
ま

す
。
こ
れ
は
誰
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
下
野
守
と
称

し
て
い
た
兼
信
は
観
応
三
年
に
は
下
野
入
道
と
名
乗

っ
て
お
り
、
こ
の
人
物
に
は
該

当
し
ま
せ
ん
。
で
は
、
兼
信
の
子
息
と
し
て
見
え
る
次
郎
氏
信
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「花
栄
三
代
記
」
永
和
元
年
四
月
二
十
五
日
の
条
に
、
石
清
水
八
幡
宮
参
詣
足
利
義

満
近
習
に
富
下
野
二
郎
と
い
う
人
物
が
見
え
ま
す
。
こ
の
下
野
二
郎
は
氏
信
と
思
わ

れ
、
左
記
の
下
野
守
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
，
れ́
ま
す
　
ヽ
〓
■
ア
二
一確
≡
Ｆ
二

た
め
に
、
氏
信
の
官
途
を
調
べ
て
見
る
こ
と
に
し
ま
す

室
町
時
代
の
文
書
で
個
人
の
仮
名
か
ら
官
途

へ
の
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
格

好
の
史
料
に

「群
書
類
従
』
所
収
の
「御
的
日
記
」
が
あ
り
ま
す
ｃ
「御
的
日
記
」
は
、

室
町
幕
府
の
年
中
行
事
で
あ
る
御
的
始
め
の
射
手
と
成
績
を
建
武
年
間
か
ら
寛
正
年

間
ま
で
記
録
し
た
も
の
で
、
射
手
を
務
め
る
家
系
の
中
に
斎
藤

・
屋
代

・
小
笠
原

・

陶
山

・
小
串
の
よ
う
に
個
人
が
長
期
間
連
続
し
て
そ
の
任
に
当
た

っ
た
も
の
が
あ

り
、
個
人
の
仮
名
か
ら
官
途
へ
の
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

「御
的
日

記
」
の
射
手
の
な
か
に
、

・
斎
藤
三
郎
　
　
　
↓
　
斎
藤
三
郎
左
衛
門
尉

・
熊
谷
次
郎
　
　
　
↓
　
熊
谷
次
郎
左
衛
門
尉

・
小
串
次
郎
持
行
　
↓
　
小
串
次
郎
右
衛
門
尉
持
行

と
あ
る
よ
う
に
、
仮
名
の
下
に
左
衛
門
尉
と
か
右
衛
門
尉
を
付
け
て
官
途
す
る
こ
と

が

一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
南
北
朝
期
の
宮
氏
の
史
料
を
調
べ
て

み
る
と
、
永
和
三
年

（
一
三
七
七
）
三
月
十
日
付
け
の

「備
後
守
護
今
川
了
俊
遵
行

状
」
（早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
長
井
能
里
が
そ
の
所
領

・
備
後
国

長
和
庄
東
方
及
び
石
成
庄
下
村
を
宮
次
郎
左
衛
門
尉
な
る
人
物
に
押
領
さ
れ
て
い
る

と
訴
え
て
い
ま
す
。
前
述
の
官
途
に
関
す
る
慣
行
と
年
代
か
ら
考
え
て
、
こ
の
次
郎

左
衛
門
尉
が
次
郎
氏
信
の
官
途
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
推
定
の
根
拠
と
し
て
康
暦

三
年

（
〓
二
八

一
）
二
月
の
日
付
を
も
つ

「長
井
能
里
申
状
案
」
（早
稲
田
大
学
附
属
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図
書
館
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
文
書
も
前
述
の
長
井
能
里
が
、
か
れ
の
所
領

・

推
後
国
長
和
庄
東
方
及
び
石
成
庄
下
村
を
押
領
し
て
い
る
宮
氏
を
訴
え
た
も
の
で

す
。
こ
の
申
状
に
、　
　
　
　
　
　
　
　
、

「故
宮
入
道
々
仙
次
郎
左
衛
門
尉
雖
支
申
之
、

父

と
あ

っ
て
、
父
子
工
代
に
渡

っ
て
長
井
氏
代
々
の
本
領
で
あ
る
長
和
庄
東
方
と
当
代

勲
功
の
賞
で
あ
る
石
成
庄
下
村
を
押
領
し
て
い
る
の
で
返
爺
さ
せ
て
欲
し
い
と
訴
え

て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
宮
次
郎
左
衛
門
尉
は
、
宮
下
野
守
兼
信
の
子
息
次
郎
氏

信
と
同

一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
氏
信
は
次
郎
左
衛
門
尉
の
次
ぎ
に
、
上
録
介
を
官
途
と
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
応
永
六
年

（
一
三
九
九
）
の
大
内
義
弘
の
乱
を

記
し
た

「応
永
記
」
亀
群
書
類
従
」
所
収
）
に
、

「宮
雷
ハ
自
元

一
家
ノ
事
也
。
敵

ニ
ハ
何
ヲ
カ
サ
タ
ベ
キ
ト
テ
大
饉
ガ
陣
二
懸

ケ
ル
ニ
富
ノ
上
野
ハ
大
将
宮
鰹
ソ
討
取
ン
ト
テ
、
敵
ノ
中
ヘ
ハ
イ
リ
テ
入
。

落
合
者
七
八
人
討
取
テ
敵
二
十
餘
騎
卜
懸
合
テ
散
々
二
戦
テ
◇
終

ニ
ソ
コ
ニ

テ
討
死
ス
。
」
（こ
の
合
戦
は
応
永
六
年
九
月
以
降
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
）

と
あ
り
、
義
弘
に
味
方
し
て
丹
波
に
挙
兵
し
た
山
名
時
溝
の
将
富
闘
と
戦
っ
て
討
死

し
た
宮
上
野
が
氏
信
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
『大
日
本
史
料
』
所
収
の
『東
海

矯
華
集
』
の
中
に

「宮
上
州
勝
源
醤
公
禅
定
門
三
十
二
回
忌
推
香
語
」
と
い
う
文
書

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
富
上
州
即
ち
富
上
野
分
の
三
十
三
圏
忌
の
措
番
を
記
録
し

た
も
の
で
、
こ
の
中
に

買
前
略
）
某
人
、
中
国
用
武
名
家
、
道
山
衝
楼
賢
息
、
…
…

（六
年
）

（中
略
）
応
永
己
卯
、
叛
臣
拠
南
紀
、
同
逆
将
自
丹
陽
襲
京
師
、

（中
略
）
…
…
、
然
公
中
数
蒼
以
歿
、
…
…

（後
略
）
　

・…
‥
　
」

と
あ
り
、
富
上
野
介
は
宮
入
違
々
山

（譲
信
）
の
子
意
次
郎
氏
信
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
「東
寺
光
明
講
過
去
帳
」
Ｑ
群
書
類
従
』
所
収
）
に
、

応
永
六
年
十
二
月
七
猥

丹
波
国
合
戦
死
亡
宮
下
野
入
道
以
下
士
卒

と
あ

っ
て
、
場
所

・
猥
時
か
ら
見
て
こ
の
下
野
入
道
は
お
そ
ら
く
上
野
介
の
誤
り
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
作
業
で
宮
氏
信
は
仮
名
と
し
て
次
郎
、
官
途
と
し
て
は
次
郎
左
衛
門

尉

・
上
野
介
を
名
乗
り
、
父

・
兼
信
の
官
途
で
あ
る
下
野
守
を
世
襲
し
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
富
氏
信
は
、
下
野
入
道
と
称
し
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、
備
中
守
護
を
務
め
た
人
物
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
代
は
、
官
途

・
仮
名
を
聞
わ
ず
世
襲
傾
向
の
強
い
の
が

一
つ
の
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。
事
実
、
後
述
す
る
よ
う
に
氏
信
以
降
、
そ
の
直
系
は
代
々
、
次
郎
左
衛

門
尉

，
上
野
介
の
官
途
を
世
襲
し
て
お
り
、
氏
信
が
兼
信
の
官
途
を
継
承
し
な
か
っ

-12-



た
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
謎
に
つ
い
て
は
、
本
項
の

最
後
に
少
し
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
氏
信
と
同
時
代
、
「花
栄
三
代
記
」
永
和
元
年

（
〓
二
七
五
）
四
月
二
十
五

日
の
条
に
み
ら
れ
る
宮
下
野
守
は
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
古
文
書
を
次
ぎ
に
示
し
ま
す
。

『山
内
首
藤
家
文
書
』
翁
大
日
本
古
文
書
』
所
収
）

八
三
　
将
軍
家

（足
利
義
持
）
御
教
書

宮
次
郎
右
衛
門
尉
氏
兼
申
備
後
国
石
成
庄
下
村
、
同
門
田
、
山
野
郷
内
江
谷

比
多
野
井
服
部
郷
、
同
永
末
事
、
早
宮
下
野
入
道
相
共
、
止
舎
兄
満
信
妨
、

可
致
沙
汰
居
氏
兼
代
於
下
地
之
由
、
所
仰
下
也
、
傷
執
達
如
件
、

（斯
波
義
重
）

応
永
十
五
年
十
月
十
三
日
　
　
　
　
　
沙
弥

（花
押
）

（熙
通
）

山
内
四
郎
次
郎
殿

（書
き
下
し
）

宮
次
郎
右
衛
門
尉
氏
兼
申
す
備
後
国
石
成
庄
下
村
、
同
門
田
、
山
野
郷
内
江
谷

比
多
野
井
服
部
郷
、
同
永
末
の
事
、
早
く
官
下
野
入
道
相
共
に
舎
兄
満
信
の
妨
げ

を
止
め
て
、
氏
兼
代
に
下
地
を
沙
汰
居
し
致
す
べ
き
の
由
、
仰
せ
下
さ
れ
る
所
な

り
、
傷
て
執
達
件
の
如
し
。

こ
の
よ
う
な
文
書
は
、
将
軍
の
意
を
受
け
る
形
で
管
領
が
発
給
し
た
も
の
で
、
宮

下
野
入
道

・
山
内
四
郎
次
郎
に
充
て
て
石
成
庄
下
村
等
に
対
す
る
宮
満
信
の
押
領
を

止
め
さ
せ
て
、
領
地
を
宮
氏
兼
に
引
き
渡
す
よ
う
命
じ
て
い
る
も
の
で
す
。
宮
下
野

入
道

・
山
内
四
郎
次
郎
は
、
「両
使
」
と
か

「使
節
」
と
か
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、

室
町
幕
府
の
訴
訟
に
対
す
る
判
決
を
執
行
す
る
執
行
官
に
当
た
り
、
守
護
、
ま
た
は

「国
上
使
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
地
位
に
あ
る
国
人
が
執
行
に
あ
た
る
場
合
以
外

は
、
二
人

一
組
み
で
執
行
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
文
書
に
は
三
人
の
宮
姓
の
人
物
が

登
場
し
ま
す
。
訴
訟
の
当
事
者
で
あ
る
宮
満
信

・
氏
兼
兄
弟
と
使
節
の

一
人
で
あ
る

宮
下
野
入
道
の
三
人
で
す
が
、
こ
の
二
人
の
関
係
が

「花
栄
三
代
記
」
に
あ
ら
わ
れ

る
官
下
野
守

（下
野
入
道
は
、
年
代
か
ら
考
え
て
こ
の
人
物
が
出
家
し
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
）
を
探
る

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
項
を
改
め

て
述
べ
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
官
氏
信
と
満
信

・
氏
兼
兄
弟
の
関
係
を
考
え
て
み
ま

す
。
氏
信
と
満
信

・
氏
兼
兄
弟
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「御
教
書
」

に
出
て
く
る
地
名

・
石
成
庄
下
村
で
す
。
石
成
庄
下
村
は
、
長
井
能
里
が
宮
氏
信
（次

郎
左
衛
門
尉
）
に
押
領
さ
れ
て
い
る
と
訴
え
て
い
た
土
地
で
す
。
こ
の
こ
と
と

「山

内
首
藤
家
文
書
　
八
三
」
を
合
わ
せ
て
考
え
て
見
る
と
、
宮
氏
信
は
自
分
の
領
地
を

そ
の
嫡
子
満
信
と
庶
子

（お
そ
ら
く
次
男
）
氏
兼
に
分
割
相
続
さ
せ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
結
果
、
石
成
庄
下
村
は
氏
兼
の
所
領
と
な

っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
南

北
朝
期
は
、
所
領
の
相
続
方
式
が
庶
子
分
割
相
続
か
ら
嫡
子
単
独
相
続
に
変
わ

っ
て

い
っ
た
時
代
で
す
。
例
え
ば
、
山
内
首
藤
氏
は
元
徳
二
年

（
一
三
三
〇
）
の
山
内
資

通
か
ら
通
時
へ
の
相
続
以
降
、
嫡
子
単
独
相
続
制
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
代
背
景
か
ら
氏
信
の
分
割
相
続
に
不
満
を
持

っ
た
満
信
が
、
分
割
さ
れ
た
氏
兼
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の
所
領
石
成
庄
下
村
以
下
を
押
領
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
「山
内
首
藤
家
文
書
　
八

三
」
は
、
氏
兼
が
満
信
の
押
領
を
幕
府
に
訴
え
た
訴
訟
の
判
決
を
伝
え
た
文
書
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
満
信
が
嫡
子
で
あ
る
こ
と
の
徴
証
と
し
て

，
応
永
十
九
年
七
月
十
六
日

（『石
清
水
八
幡
宮
放
生
会
記
し

石
清
水
八
幡
宮
足
利
義
持
公
御
参
向
供
奉
衛
府
　
一呂
次
郎
左
衛
門
尉
満
信

。
応
永
二
十
八
年
十

一
月
十
三
日

（『花
営
三
代
記
じ

伊
勢
神
宮
将
軍
家
代
参
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一呂
上
野
助

（介
）
満
信

と
あ

っ
て
、
氏
信
の
官
途
、
次
郎
左
衛
門
尉

。
上
野
介
を
継
承
し
て
お
り
、
氏
信
嫡

子
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
よ
り
、
宮
兼
信
の
家
系
は
兼
信
が
下
野
守

・
下
野
入
道
と
名
乗

っ
た
以
外
、

そ
の
子
孫
は
次
郎
左
衛
門
尉

・
上
野
介
を
代
々
の
官
途
と
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
兼
信
の
後
に
下
野
守
を
名
乗

っ
た
の
は
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
。
次
に
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

「山
内
首
藤
家
文
書
　
八
三
」
の
も
う

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
書
き
ま
し
た
三
人
の

官
姓
を
持
つ
人
物
の
関
係
を
当
時
の
訴
訟
制
度
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
人
の
う
ち
宮
満
信
と
氏
兼
は
兄
弟
で
す
が
、
こ
の
領
地
争
い
で
は
被
告
と
原
告
、

当
時
の
言
葉
で
言
う

「論
人
」
と

「訴
人
」
に
当
た
り
ま
す
。
こ
こ
に
訴
訟
判
決
の

執
行
官
に
当
た
る

「使
節
」
の

一
人
と
し
て
宮
下
野
入
道
が
登
場
し
ま
す
。
当
時
、

訴
訟
判
決
の
執
行
官
と
し
て
備
後

・
安
芸
両
国
で
も

「使
節
」
は
度
々
登
場
し
、
執

行
制
度
と
し
て

一
般
的
な
も
の
で
し
た
。
し
た
が
っ
て

「使
節
」
を
務
め
る
人
物
に

つ
い
て
も
、　
一
般
的
な
規
則
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
最
も
重
要
な
規
則
は
、

訴
訟
に
対
し
て
公
平
な
立
場
を
保
て
る
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
現
在

の
裁
判
制
度
で
も
同
じ
で
、
被
告
及
び
原
告
と
利
害
関
係
が
あ
る
も
の
は
そ
の
裁
判

に
携
わ
れ
な
い
規
則
と
な

っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
事
情
を
示
す
史
料
と
し
て
、
安
芸
国
造
呆
保
の
領
有
を
め
ぐ
る
小
早
川
宗

平
と
厳
島
了
親
の
争

い
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。
尚
、
以
下
の
記
述
は
「
国
上
使
」

・

「
国
使
節
」
に
関
す
る
覚
書
』
Ｇ
広
島
県
史
研
究
五
』
所
収
）
に
よ

っ
て
い
ま
す
。

応
安
六
年

（
一
三
七

一
）
の

「小
早
川
家
証
文
四
九
七
号
　
室
町
幕
府
裁
許
下
知
状

写
」
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の

「使
節
」
は
、
小
早
川
春
平
と
平
賀
重
宗
で
し
た
が
、

了
親
側
か
ら

「
且
両
使
平
賀
彦
四
郎
入
道
者
老
足
之
仁
也
、
小
早
川
左
近
入
道
者

一
族
也
、」

つ
ま
り
重
宗
は
老
人
で
あ
る
か
ら
証
言
能
力
が
な

い
し
、
春
平
は
同
族
で
あ
る
た

め
公
正
さ
に
欠
け
る
と
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
に
次
ぎ

の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
す
。

（平
賀
重
宗
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
早
川
春
平
）

「使
節
善
栄
者
、
営
国
高
屋
保
、
自
父
祖
相
博
之
、
虎
覺
者
、
雖
為
同
名
、

大
内
介
入
道
道
階
令
同
心
了
親
寄
来
要
害
、
及
合
戦
之
上
者
、
営
敵
也
、

武
田

一
族
古
敵
之
上
、
依
為
本
御
使
、
被
仰
被
等
詑
、
今
更
不
足
膠
難
、」

こ
の
文
書
で
幕
府
は
、
春
平

・
重
宗
以
外
に

「使
節
」
を
務
め
る
資
格
が
あ
る
人
物

と
し
て
大
内
介
入
道
道
階

（弘
世
）
及
び
安
芸
守
護
武
田
氏
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
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道
階
は
了
親
に
同
心
し
て
造
果
保
で
合
戦
に
及
ん
で
い
る
か
ら
不
適
格
、
武
田

一
族

は
過
去
に
小
早
川
氏
と
敵
対
関
係
を
持
つ
古
敵
で
あ
る
か
ら
不
適
格
と
し
て
、
こ
の

件
に
関
す
る

「使
節
」
は
同
族
で
は
あ
る
が
別
家
で
あ
り
、
造
果
保
に
利
害
関
係
が

な
く
公
正
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
春
平
と
重
宗
を
充
て
る
と
決
し
て
い
ま
す
。
小
早

川
家
系
図
に
よ
る
と
、
春
平
は
沼
田
小
早
川
氏
五
代
目
、
宗
平
は
小
早
川
小
泉
氏
二

代
目
で
春
平
と
は
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
た
り
ま
す
。
造
果
保
の
領
有
権
は
、
宗
平
の

父
氏
平
の
代
か
ら
継
続
し
て
い
る
問
題
で
当
初
か
ら
春
平
と
重
宗
が

「使
節
」
を
務

め
て
い
ま
す
。

以
上
か
ら
判
断
し
て
、
「山
内
首
藤
家
文
書
　
八
三
」
に
現
わ
れ
る
宮
下
野
入
道
は

宮
満
信

・
氏
兼
兄
弟
と
同
族
で
は
あ
る
が
、
訴
訟
の
地
で
あ
る
石
成
庄
下
村
等
に
利

害
関
係
を
持
た
な
い
別
家
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
下
野
守
の
官
途
は
同
族
の
別
家
が

こ
れ
を
引
き
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
項
か
ら
こ
の
別
家
で
下
野
守
の
官
途
を

引
き
継
い
だ
宮
氏
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

【南
北
朝
期
の
宮
氏

（
二
こ

別
家
の
宮
氏
と
し
て
南
北
朝
期
に
姿
を
見
せ
る
の
は
、
「浄
土
寺
文
書
」
中
の
貞
和

二
年

（
一
三
四
六
）
四
月
二
十
六
日
付
け

「室
町
幕
府
執
事

（高
師
直
）
奉
書
」
の

充
所
と
な
る
宮
平
太
郎
と
名
乗
る
人
物
で
す
。
こ
の
文
書
も
今
ま
で
度
々
出
て
き
ま

し
た

「使
節
遵
行
」
を
指
示
す
る
も
の
で
、
備
後
国
利
生
塔
料
所
と
な
る
上
山
村

・

草
村

・
櫃
田
村
等
の
地
頭
職
を
浄
土
寺
雑
掌
に
引
き
渡
し
、
料
所
に
対
す
る
濫
妨

・

狼
藉
を
防
止
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
も
う

一
人
の
使
節
は
同
じ
く

備
後
の
有
力
国
人

・
杉
原
民
部
丞
親
光
に
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
利
生

塔
料
所
を
め
ぐ
る
争
い
に
関
し
て
、
翌
貞
和
三
年

（
一
三
四
七
）
六
月
二
十
日
ま
で

宮
平
太
郎
に
係
わ
る
文
書
が

「浄
土
寺
文
書
」
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

貞
和
三
年
五
月
十
八
日
付
け
の

「宮
平
太
郎
注
進
状
」
を
見
る
と
差
出
人
は
藤
原
盛

重
と
な
っ
て
お
り
、
宮
平
太
郎
の
実
名
が
盛
重
で
、
本
姓
は
藤
原
を
称
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
前
項
の
兼
信

・
氏
信
の
家
系
に
つ
い
て
も
、
氏
信
の
庶
子
と
思

わ
れ
る
宮
氏
清
が

「相
国
寺
供
養
記
」
亀
群
書
類
従
』
所
収
）
に
官
六
郎
藤
原
氏
清

と
記
さ
れ
て
お
り
、
宮

一
族
が
本
姓
と
し
て
藤
原
を
名
乗

っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で

き
ま
す
。

ま
た
、
観
応
二
年

（
一
三
五

一
）
六
月
二
十
九
日
付
け
で
、
杉
原
光
房
が
浄
土
寺

領
得
良
郷
へ
の
輌
浦
小
松
寺
雑
掌
の
濫
妨
停
止
を
命
じ
た

「杉
原
光
房
奉
書
」
の
充

所
は
、
宮
下
野
権
守
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
年
ま
で
に
盛
重
が
下
野
権
守
に
任
官
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
観
応
二
年
は
、
足
利
尊
氏
が
弟

・
直
義
及
び
そ
の
子

直
冬
と
覇
権
を
争

っ
た
観
応
の
擾
乱
が
始
ま
る
年
で
す
。
こ
の
争
乱
に
際
し
て
宮
盛

重
は
直
義

・
直
冬
党
に
属
し
て
い
た
よ
う
で
、
「萩
藩
閥
閲
録
」
巻
八
ノ
ニ

・
福
原
対

馬
の
項
に
数
点
、
盛
重
が
尊
氏
方
の
備
後
守
護

・
岩
松
頼
宥
と
戦
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
文
書
が
残

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
観
応
二
年
十
二
月
二
十
六
日
付
け
の
岩

松
頼
宥
書
状
を
最
後
に
官
盛
重
の
消
息
は
杏
と
し
て
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

『西

備
名
区
』
巻
四
十
四
品
治
郡
新
市
村
の
項
に
は
雲
州
葛
原
討
死
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

直
冬
の
没
落
に
従

っ
て
山
陰
地
方
で
討
死
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

盛
重
の
次
ぎ
の
世
代
と
思
わ
れ
る
人
物
は
、
現
存
す
る
古
文
書

。
日
記
等
の

一
次

史
料
上
に
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
人
物
が
確
認
で
き
る
の
は
二
次
史
料
と
な
り

ま
す
が
、
「備
陽
六
郡
誌
』
所
収

・
中
興
寺
文
書
中
の

「師
盛
寄
進
状
」
で
す
。
こ
の
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文
書
は
文
和
四
年
倉

〓
一五
五
）
十

一
月

一
猥
付
け
で
、
宮
師
盛
が
東
条
宇
計
原
村

・

西
条
森
村
等
を
宮
氏
の
菩
提
寺

。
中
興
寺
に
寄
進
し
た
も
の
で
す
。
文
和
四
年
に
所

領
の
成
敗
権
を
師
盛
が
機

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
家
系
の
惣
領
権
が
盛
重

か
ら
師
盛
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
文
和
四
年
ま
で
に
盛
重
は

死
去
し
、
師
盛
が
そ
の
跡
を
継
い
だ
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
師
盛
の
実

名
と
官
途
を
結
び
つ
け
る
中
世
の
史
料
を
探
し
て
み
た
の
で
す
が
、
私
の
調
査
し
た

範
囲
で
は
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
世
の
史
料
に
な
り
ま
す
が
、

『福
山
志
料
』
の
中
に
中
興
寺
に
伝
わ
る
富
氏
の
位
牌
と
し
て
、

・
祷
代
下
野
守
盛
重
　
　
　
　
　
　
　
法
雲
院
前
野
州
大
守
山
翁
禅
律
居
士

。
二
代
式
部
太
輔
響
盛
　
　
　
　
　
　
見
性
院
前
倉
部
徳
海
起
公
居
士

・
三
代
越
繭
守
満
盛
　
　
　
　
　
　
　
雲
構
院
前
越
州
大
守
立
峰
本
公
居
士

・
四
代
刑
部
太
輔
溝
重
　
　
　
　
　
　
千
手
寺
前
理
部
侍
郎
高
岩
超
公
居
士

・
五
代
新
五
郎
元
盛

（入
道
昌
純
）
　

安
養
院
自
壁
昌
純
居
士

・
六
代
左
衛
門
佐
教
元
　
　
　
　
　
　
恵
雲
寺
前
金
吾
将
軍
松
齢
昌
祝
居
士

・
七
代
下
野
守
政
盛
　
　
　
　
　
　
　
慈
眼
院
前
野
州
大
守
雲
軸
患
公
居
士

と
あ
り
、
盛
重
跡
が
師
盛
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
末
の
付
表
二
を
見
る
と
、
三

代
溝
盛
か
ら
七
代
政
盛
ま
で
の
実
名
が
室
町

・
戦
国
期
の
史
料
上
で
確
認
で
き
、
こ

の

摯福
山
志
料
』
の
記
述
は
信
頼
が
置
け
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
師
盛

の
官
途
は
、
式
部
太
輔
と
な
っ
て
お
り
、
下
野
守
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
特

表
二
で
は
、
三
代
溝
盛
を
除
く
と
甕
代
満
重
、
五
代
元
盛
、
六
代
教
元
、
七
代
政
盛

の
何
れ
も
が
下
野
守
を
称
し
て
幹
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
た
め
、
師
盛
も
下
野
守
を

称
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
付
表
二

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
永
和
元
年

（
一
三
七
五
）
の
石
溝
水
人
幡
富
参
話
に
鮭
利

義
満
近
習
と
し
て
み
え
る
宮
下
野
守
は
、
師
盛
を
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「福
山
志
料
』
所
収

・
中
興
寺
文
書
中
の

「禅
盛
寄
進
状
」
を
見
る
と
、
師
盛
ほ
応

永
二
年

（
一
二
九
六
）
ま
で
に
轟
家
し
、
沙
弥
禅
盛
と
称
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
中
興
寺
文
書
中
に
は
応
永
十
五
年

（
一
四
〇
八
）
六
月
十
八
日
付
け
の

「禅
盛
規
札
」
も
収
録
さ
れ
て
い
て
、
諄
盛
の
活
躍
時
調
が
応
永
年
間
の
中
頃
に
ま

で
及
ぶ
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
前
項
で
度
々
餐
用
し
ま
し
た
応
永

十
五
年
十
月
十
三
日
付
け
の

「整
内
首
藤
家
文
書
　
八
三
」
に
登
場
す
る
宮
下
野
入

道
は
、
議
盛
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

師
盛
の
後
、
下
野
守
を
称
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
四
代
満
重
で
、
前
項
に

登
場
し
た
宮
上
野
介
満
信
と
と
も
に
、
伊
勢
神
宮
に
将
軍
家
代
参
を
行

っ
た
こ
と
が

「花
営
三
代
記
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
の
官
途
と
し
て
下
野
守
を
称
し
て
い

ま
す
。

以
上
、
見
て
き
た
宮
氏
の
二
つ
の
家
系
で
、
南
北
朝
難
に
下
野
守

・
下
野
入
道
を

名
乗

っ
て
い
る
の
は
、
富
兼
信
と
師
盛
だ
け
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
備
中
守
護
を
務

め
た
宮
下
野
入
道
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
入
物
は
、
宮
兼
信
、
宮
諄
盛
の
二
人

に
絞
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一備
中
守
護
と
し
て
の
宮
氏
】

こ
の
項
で
は
富
氏
が
備
中
守
護
を
務
め
た
徴
議
を
整
理
し
、
守
護
職
と
し
て
の
在
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任
期
間
を
明
確
化
し
て
、
こ
れ
と
前
項
ま
で
の
考
察
と
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
宮
兼
信

が
備
中
守
護
職
で
あ
っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

官
氏
の
備
中
守
護
在
職
の
可
能
性
を
示
す
最
も
古
い
史
料
は
、
貞
治
三
年

（
一
三

六
四
）
六
月
十

一
日
付
け
の

「室
町
幕
府
奉
書
」
亀
九
条
家
文
書
』
所
収
）
で
す
。

こ
の
文
書
で
宮
下
野
入
道
は
、
東
福
寺
領
備
中
国
上
原
郷
の

「使
節
遵
行
」
を
単
独

で
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
司
法
制
度
で
は
、
こ
の
よ
う
に

「使
節
遵
行
」
を

単
独
で
命
じ
ら
れ
る
も
の
は

「守
護
」
の
場
合
と

「国
上
使
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な

地
位
に
あ
る
国
人
の
場
合
が
あ
り
、
こ
の
文
書
か
ら
だ
け
で
は
宮
下
野
入
道
が
備
中

守
護
か
ど
う
か
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
別
の
文
書
を
調
べ
て
み
る
と
、
貞
治
三

年
九
月
十
五
日
付
け
で
宮
下
野
入
道
充
て
に
だ
さ
れ
た

「室
町
幕
府
奉
書
案
」
亀
山

科
家
文
書
』
所
収
）
が
見
つ
か
り
ま
す
。
こ
の
文
書
で
宮
下
野
入
道
は
、
山
科
中
将

領
備
中
国
英
賀
庄
に
対
す
る
多
治
部
備
中
守
の
濫
妨
を
停
止
し
、
下
地
を
山
科
中
将

雑
掌
に
引
き
渡
す
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
宮
下
野
入
道
は
、
使
節
遵

行
を
単
独
で
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
守
護
在
職
を
示
す
文
言
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
係
し
て
貞
治
四
年
間
九
月
に
だ
さ
れ
た

「山
科
家
雑
掌
重

光
申
状
案
」
含
山
科
家
文
書
』
所
収
）
は
、
再
度
、
備
中
国
英
賀
庄
に
対
す
る
多
治

部
備
中
守
等
の
濫
妨
停
止
を
幕
府
に
求
め
て
い
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
文
書
に
、

「早
欲
仰
千
営
国
守
護
方
、
重
被
成
奉
書
、
被
退
多
治
部
備
中
守
」

と
あ
り
、
こ
の
営
国
守
護
方
と
は
先
の
貞
治
三
年
九
月
十
五
日
付
「室
町
幕
府
奉
書
」

の
充
所

・
宮
下
野
入
道
を
指
し
ま
す
か
ら
、
宮
下
野
入
道
が
備
中
守
護
を
務
め
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
貞
治
三
年
六
月
十

一
日
付
け
の

「室
町

幕
府
奉
書
」
も
守
護
遵
行
を
命
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く
貞
治
三
年
六
月

頃
、
宮
下
野
入
道
は
備
中
守
護
に
補
任
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
貞
治
四
年

（
一
三
六
五
）
二
月
五
日
北
朝
が
、
室
町
幕
府
を
通
じ
て
諸
国

守
護
に
春
日
社
造
営
棟
別
銭
の
徴
収
を
命
じ
た
古
文
書
が

『春
日
神
社
文
書
』
の
中

に
現
存
し
て
お
り
、
こ
の
な
か
で
備
中
国
に
対
し
て
は
、

春
日
社
造
替
料
諸
国
棟
別
拾
文
事
、

沙
汰
之
状
如
件
、

貞
治
四
年
二
月
五
日

宮
下
野
入
道
殿

「沙
弥
某
遵
行
状
」

備
中
国
浅
井
郷
畠
山
丹
波
守
跡
事
、

旨
、
　

沙
汰
付
下
地
於
曽
我
兵
庫
助
、

貞
治
四
年
八
月
七
日

所
被
下
綸
旨
也
、
備
中
国
分
可
致
厳
密

（義
詮
）

（花
押
）

今
年
七
月
十
日
御
教
書
如
比
、
任
被
仰
下
之

可
被
執
進
請
取
之
状
如
件
、

沙
弥

花
押

と
あ
り
、
宮
下
野
入
道
の
守
護
在
職
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
貞
治
四
年
七
月
十
日
付
け

「足
利
義
詮
御
判
御
教
書
写
」
亀
細
川
侯
爵

家
文
書
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
宮
下
野
入
道
は
備
中
国
浅
井
郷
内
の
畠
山
丹
波
守
跡

を
曽
我
兵
庫
助
に
預
け
置
く
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し

「沙
弥

某
遵
行
状
」
が
同
じ
く

「細
川
侯
爵
家
文
書
』
に
現
存
し
て
お
り
、
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表二 南北期期の宮氏 (業信系)の動静
年  号 西暦 名  前 推 定 出 典 事 歴

乗 永 元 年 五 月 富 下 野 守 兼 信 兼信 太  平  認・尊氏方纏躍:頼春分土鯉昌義攻めに参戦
観 応 年 宮 下 野 守 兼 信 兼信 太  平  記 高師春が石見より摂津、播應へもどる軍中で活躍
緩応三年醐月二十五日 宮 入 遣 (兼信力) 太  平  記・石清水入幡官の戦いに出陣
観応三年二月十一日 宮 入 迫 (兼信力) 太  平  記 .石清水八幡宮の戦いで松田氏らとともに活躍
文和四年五月十九日 宮 入 道 (兼信力) 賢俊僧二日記 足下I尊氏、義詮、京都の官入道宿舎を訪れる

貞  治  元  年 富下野入道遭山 (業信力) 太  平  記 ・足利直冬の攻勢に宮内の城に立て篭る
貞 治 二 年 九 月 宮下野次郎氏信 氏信 太 平 ・宮内に足利直冬を破る

永機元年鐘月二十二日 富 下 野 二 郎 (氏信力) 花 栄 三 代 認 石ヽ造水八機宮参詣近習

永和三年二月十日 1377 宮次郎左衛門尉 (氏信力) 早大所蔵文書 .宮次郎左衛,1尉、備後国長和庄東方石成庄下村地頭職を押,

永和藝年二月二十一日 宮次郎左衛 F電 尉 (氏信力) 高野 由 文 書 「宮町群軍足溝義溝警業書J高零護I薇奪後曇太穂i蓉
=覆

驀よ光ものま紘停止縦節

永和四年人月二十五日 宮次郎左衛 F5晨 (氏信力) 高 野 山 文 書 ・確II将軍足利義満御薇記高野山楡i後国人ll庄内字賀郷状光名の道1使節

表 暦 三 年 二 月 富次郎左衛 F電 晨 (氏信力) 田 総 文 書・「長丼能里申状案i備後国民和庄東方石蔵症下村地額職の押領
妻 暦 二 年 二 月 き下野入道道‖ (兼信力) 田 総 文 書 「長井能里中状案描後国民和庄東方石成1下村地頭職の押領、故人官入遭

場徳三年人月八日 雪修理亮藤原満盛 満盛 相国寺供養話 相国幸供養室町将軍帯刀

明徳三年八月八日 富六郎藤原氏清 氏清 相螺寺供養護 褪国寺供養室町1子軍鶯刀

き永六年十二月七日 督 上 野 (氏信力) 応  永  言[ ・宮上野、丹波国にて討死。(宮上野入道力)
窓末十五年十月十三日 14鍵 富次郎右衛門尉氏兼 氏兼 義務首藤家文書 .:室距将軍足瑠嚢持御教書:饉後醸石成庄等の押領を訴える

芯永十五年十月十三日 哀 満 信 満信 山内首藤家文書 「ヽ室町将軍足利義持御教書J備後国石成庄等の押領す

応永十九年七月十六日 官次郎左衛F号尉満信 満信 花営三代護・石清末入幡官放生会、足講義持公供奉織府

応永二十八年八月十一日 宮上野助 (介 )満信 満信 花 営 三代 証・伊勢神官に将軍家代参

表三 南北朝期の宮氏 (盛重系)の動静
年  号 西暦 名  前 推 定 畿 典 事 歴

貞和二年四月二十六日 宮 平 太 郎 盛 重 盛重 浄 土 寺 文書 1室町幕府執事泰書」備後国利生塔科所への濫妨停止

貞和三年五月十八日 宮 平 太 郎 盛 重 盛重 浄 上 寺 文 書 `「宮盛重注進状捕後国利生塔il所への濫妨に関する注進状

貞Ill三 年六月二十日 富 平 太 郎 盛 重 盛重 浄 上 寺 文 書 ,「室町幕府禅律方頭人奉書」備後園利生塔料所への濫妨停止

観応二年六月二十九日 富 下 野 権 守 盛重 浄 上 寺 文 書 「杉原光房奉書J備後国得良郷地頭職の遵行
王平大年十 月十日 富 平 太 郎 盛重 歌 藩 閥 霧 録 備後国守護岩松頼書の選城勝戸出へ宮平太郎等が押寄せる

正平六年十月十八日 宮 平 太 郎 盛重 萩藩閥関録・備後国守護岩松頼宥の居城勝戸山へ宮平太郎等が押寄せる

正平六年十二月二十六日 富 平 太 郎 盛重 萩藩間関録 富平太郎等力藩原城の後攻めに響寄せるとの風鷲あり

文和四年十一月一日 富 盛 師盛 薦陽 六 郡 誌 ,「中興寺文書」師盛寄進状

永和元年二月二十七日 富 下 野 守 (師盛カ 花営三代記 石清水八幡富参詣近習

至徳二年七月七日 富 下 野 守 (1顧盛カ 東寺百合文書 1室町将軍足利義満御教書J安芸国務を東寺雑掌|こ打渡す

至徳二年七月二十八日 宮 下 野 守 (師盛カ 吉 川 家 文 書 .「室町将軍足fl儀満御教書j安芸ゴ大朝本主枝ll、 lB颯、竹原等の使節遭イ|

至徳二年十月十四日 富 下 野 守 (1頭盛カ 東寺百合文書 「室町11軍足手蟻溝御教書1安芸R衛領の下地を東寺雑掌:こ打渡す

月徳三年八月八日 宮修理亮藤原満盛 満盛 旧国寺供養記 相国寺供養室町将軍帯刀

春永三年十一月十九日 樽 盛 (締盛力) 冨 曲 意 識 「中興寺文書館禅盛寄進状

心永十五年六月十八日 沙 弥 禅 盛 (師盛力) 嘔 山 志 科 .「中興寺文書」官禅盛制礼
き永十五年十月十三日 宮 下 野 入 道 (師盛力) 歯き首藤家文書 「室町将軍尼利義雄蔭義占J驚後l・lfiま 1類 10T地な富氏兼|:沙ま1ドする。

き永二十八年二月十六日 42 官 下 野 守 満 重 満重 花 営 三 代 記 伊勢神官に将軍家代参

表四 備中守護としての宮氏
年  号 西暦 名  ri 推 定 轟 菫

（
事 歴

貞治三年六月十一日 富 下 野 入 道 兼信 九条家文書 室町幕府奉書」東福寺領備中国上原郷の遵行

貞治三年九月十四日 富 下 野 入 道 兼信 東寺百合文書 室町幕府奉書案j東寺領備中国新見庄領家職の濫妨を停止

貞治三年九月十五日 富 下 野 入 道 山科家古文書 室町暮Ft奉譲案」備中国英賀輩水El砦郎両郷の進行

貞治三年十月十四日 宮 下 野 入 道 前田家所蔵文書 室町幕府奉書J石清水八幡宮領備中国水内北庄の道行

貞治因年入月七 日 富 下 野 入 道 細111候爵家文書 室町将軍足利義詮御教書」熊中国痰井椰内農出丹渡守跡0遵行

貞治四年八月七日 1365 沙 弥 細川侯爵家文書 備中l■l浅井郷内畠山丹波守跡の守議所宛の施行状

貢:き藝年十一月十八日 (官 下 野 入 道) 束寺百合文書 東
=薔

囃i・替新
==燿
家量遭1破難を三難え颯次郎とまば秋鰺t奇 :1彗

=指
ス

貞治四年二月五日 寓 下 野 入 道 春日神社文書 春日社造替の棟別銭を諸国守護に課す。備中、宮下野入通

貞治四年間九月 富 下 野 入 道 曲科家古文書 「由ll家雑章重光重申状jI姜年九月十五日揮予当守護方とある
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備
中
守
護
所

と
あ
り
、
こ
の
沙
弥
は
宮
下
野
入
道
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
文
書
の
花
押
は

お
そ
ら
く
現
存
す
る
唯

一
つ
の
宮
兼
信
の
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
、
『室
町
幕
府
守
護
職
制
度
の
研
究
　
下
』
（佐
藤
進

一
氏
著
）
に
沿

っ
て
宮

下
野
入
道
の
備
中
守
護
在
職
の
徴
証
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
佐
藤
氏
に
よ
る
と
貞
治

四
年
十

一
月
頃
ま
で
宮
下
野
入
道
の
在
職
が
確
認
さ
れ
、
貞
治
五
年

（
一
三
六
六
）

九
月
以
降
は
、
渋
川
義
行
の
在
職
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
「
臥
雲

日
件
録
抜
尤
」
の
文
安
五
年

（
一
四
四
八
）
正
月
十
三
日
の
条
に
、
宮

一
族
の
禅
僧

季
照
中
明
の
話
と
し
て
、

「族
祖
在
等
持
院

・
宝
医
院
殿
代
、
特
存
忠
節
、
而
勲
功
居
多
、
由
是
賜

備
中
国
、
先
是
宝
医
院
殿
有
周
防

・
備
中
両
国
内
、
必
可
令
守
護
之
書
、

千
今
家
蔵
為
珍
也
、」

と
あ
り
、
義
詮
よ
り
周
防
か
備
中
の
守
護
職
を
与
え
る
と
言
う
約
定
の
書
を
賜
わ
り
、

の
ち
に
備
中
国
を
賜
わ

っ
た
と
言
う
家
伝
が
残
さ
れ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
宮
下
野
入
道
の
備
中
守
護
在
職
に
関
す
る
史
料
を
表
四
に
ま

と
め
ま
す
。
表
四
よ
り
宮
下
野
入
道
の
備
中
守
護
在
職
は
、

・
備
中
守
護
職
宮
下
野
入
道

貞
治
三
年

（
一
三
六
四
）
六
月
頃
～
翌
貞
治
四
年

（
一
三
六
五
）
十

一
月
頃

ま
た
、
南
北
朝
期
の
宮
氏
の
実
名
及
び
官
途
を
ま
と
め
た
表
二

・
三
か
ら
、
宮
氏
で

こ
の
時
期
に
下
野
入
道
を
称
し
て
い
る
人
物
と
期
間
は
、

・
官
下
野
守
兼
信
入
道
道
仙

（又
は
道
山
）

観
応
三
年

（
一
三
五
二
）
　

ヽ
　
応
安
年
間
力

（
一
三
七
四
）

・
宮
下
野
守
師
盛
入
道
禅
盛

応
永
三
年

（
一
三
九
六
）
　

～
　
応
永
十
五
年

（
一
四
〇
八
）

で
す
か
ら
、
守
護
職
在
職
期
間
と
重
な
り
を
も
つ
の
は
、
宮
兼
信
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
備
中
守
護
職
を
務
め
た
人
物
は
宮
下
野
守
兼
信
入
道
道
仙

に
比
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【下
野
守
と
惣
領
職
】

宮
下
野
次
郎
氏
信
が
、
父
兼
信
の
官
途

・
下
野
守
を
称
ず
、
上
野
介
を
称
し
た
こ

と
が
分
か
っ
た
時
に
、
仮
名

・
官
途
を
問
わ
ず
世
襲
傾
向
の
強
い
こ
の
時
代
に
あ

っ

て
は
、
珍
し
い
こ
と
で
す
と
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
検
証
で
下
野
守
は

盛
重
の
系
統
が
引
き
継
ぎ
、
宮
師
盛
が
永
和
元
年
以
降
下
野
守
を
称
し
て
い
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
項
で
は
、
下
野
守
の
官
途
が
な
ぜ
兼
信
家
系
か
ら
盛
重
の

家
系
に
移
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
私
見
を
少
し
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
宮
氏
に
関
す
る
史
料
を
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
い
る
う
ち
に
強
く
感
じ
た
こ

と
は
、
宮

一
族
に
と
っ
て
下
野
守
と
い
う
官
途
に
は
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
す
。
『広
島
県
史
』
で
は
、
明
確
に
下
野
守
を
惣
領
と
し
て

い
ま
す
が
、
『福
山
市
史
』
で
は
盛
重
の
系
統

（下
野
守
家
）
を
庶
子
家
と
し
て
兼
信

の
系
統
、
す
な
わ
ち
上
野
介
家
を
惣
領
家
と
し
て
扱

っ
て
い
ま
す
。
私
見
で
は
、
お

そ
ら
く
下
野
守
は
宮
氏
惣
領
職
を
表
わ
す
官
途
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
根
拠
と
し
て

は
、
有
名
な

『大
館
常
興
日
記
』
亀
続
史
料
大
成
』
所
収
）
天
文
十
年
八
月
四
日
の
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条
に
は
、
書
下
野
守
家
が
断
維
し
た
の
で
、
大
内
方
の
官
彦
次
郎
な
る
人
物
が
大
館

晴
光
に
宮
氏
惣
領
職
を
要
求
し
て
き
た
と
言
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
即
ち
、

下
野
守
家
の
断
縫
で
宮
彦
次
郎
に
惣
領
職
の
要
求
権
が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
下
野
守
家
が
惣
領
家
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
尚
、
宮
彦
次
郎
は
、
田
口

会
長
が
会
報
六
人
号
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
小
論
で
も
登
場
し
た
宮
氏
兼

の
家
系
だ
と
考
え
』
れ
ま
す
。
（付
表

一
参
照
）
ま
た
、
富
氏
の
主
力
が
減
び
去

っ
た

あ
と
に
、
毛
利
家
に
な
え
た
小
双
可
富
氏
の
惣
領
家
は
、
や
は
り
下
野
守
を
官
途
と

し
て
い
ま
す
。
小
双
可
宮
氏
は
、
下
野
守
家
の
家
臣
鋳
な
立
場
に
あ

っ
た
た
め
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
も
官
民
に
よ
っ
て
下
野
守
と
い
う
官
途
が
大
切
に
さ
れ

て
い
る
根
拠
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
下
野
守
が
宮
氏
惣
領
職
を
示
す
官
途
だ
と
す
る
と
、
宮
兼
信
か
ら
宮
師
盛

へ
の
官
途
の
移
譲
は
、
兼
借
系
か
ら
盛
重
系

へ
の
惣
領
職
の
移
譲
を
意
味
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
も
し
本
当
に
こ
の
時
、
惣
領
職
の
移
譲
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
理
由
が
最
も
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
南
北
朝
時
代
に
惣
領
家
の
交
代
に
関
す

る
記
録
が
な
い
か
ど
う
か
調
査
し
て
み
る
と
、
曲
内
首
藤
氏
に
そ
れ
に
近
い
事
態
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
観
応
の
擾
乱
に
際
し
て
山
内
首
藤
氏
は
、
惣
領
通
継

は
直
冬
方
に
味
方
し
、
庶
子
家
の
時
通

・
通
息
は

一
貫
し
て
尊
氏
方
に
属
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
直
冬
の
没
落
が
決
定
的
と
な
っ
た
段
階
で
通
継
も
尊
氏
方
に
帰
服

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
貞
治
四
年
六
月

一
日
に
は
惣
領
通
継
が
通
忠
を
養
子

と
し
て
本
領
地
鑢
荘
地
頭
職
を
譲
り
渡
し
て
お
り
、
実
質
的
に
は
惣
領
職
の
通
継
系

か
ら
時
通
系

へ
の
委
譲
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

南
北
朝
初
期
の
官
方

（後
醍
醐
天
皇
）
と
武
家
方

（足
利
尊
氏
）
の
争
乱
に
対
し

て
、
兼
信
は

『太
平
記
』
に
あ
る
よ
う
に
武
家
方
と
し
て
終
始
活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
盛
重
に
関
し
て
は
史
料
が
現
存
せ
ず
ど
ち
ら
に
味
方
し
て
い
た
か
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
乱
の
時
代
、
武
家
は
争
い
の

一
方
に
か
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
二

つ
の
党
派
に
分
か
れ
て
自
家
の
保
全
を
図
る
こ
と
が

一
般
的
傾
向
で
す
。
し
た
が
っ

て
兼
信
が
尊
氏
方

（北
朝
）
に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
盛
重
は
後
醍
醐
天
皇

方

（蘭
朝
）
に
つ
い
て
い
た
と
推
論
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
に

見
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
観
応
の
優
乱
に
さ
い
し
て
兼
信
は
尊
氏

・
義
詮
方
に
、
盛

重
は
直
義

・
直
冬
方
に
分
か
れ
て
戦

っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
南
北
朝
初
期
の
争
乱
に

対
し
て
も
同
様
の
分
裂
が
見
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
南
北
朝
初
期
の
争
乱
は
、
尊

氏
方
に
有
利
に
推
移
し
た
た
め
、
尊
氏
方
で
あ

っ
た
兼
信
の
家
系
が
優
勢
と
な
り
、

ま
た
本
来
の
惣
領
家

・
盛
重
系
が
幕
府
に
敵
対
し
て
い
た
関
係
上
、　
一
時
的
に
富
氏

惣
領
職
が
兼
信
の
家
系
に
移
さ
れ
、
兼
信
が
下
野
守
を
称
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
推
論
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
、
南
朝
方
の
衰
退
に
伴
い

盛
重
の
系
統
も
尊
氏
方
に
属
す
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
下
野
守
の
官
途
は
、
惣
領
職

と
と
も
に
盛
重
の
系
統
に
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
こ
と
が
兼
信
の
称
し
た
下
野
守
の
官
途
を
盛
重
系
の
師
盛
が
引
き
継
い
だ
理
繭
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
推
定
に
対
す
る
諭
拠
に
な
り
そ
う
な
記
録
が
、
『蔭
涼
軒
日
録
』
に
見
』
れ
ま

す
。
時
代
は
南
北
朝
期
か
ら
百
五
十
年
ほ
ど
下
っ
て
十
五
世
紀
末
で
す
が
、
細
理
政

元
邸
で
行
わ
れ
た
宴
席
の
席
次
を
巡

っ
て
兼
信
系
の
宮
若
狭
守
宗
兼

（付
表

一
参

照
）
と
盛
重
系
の
富
下
野
守
政
盛

（付
表
二
参
照
）
が
惣
領
職
の
論
争
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
論
争
の
な
か
で
お
互
い
に
自
家
が
惣
領
家
で
あ
る
と
い
う
文
書
を
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提
出
し
て
お
り
、
先
の
南
北
朝
前
期
の
惣
領
職
の
委
譲
に
関
す
る
経
緯
を
示
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
推
論
さ
れ
ま
す
。
百
五
十
年
と
い
う
時
の
流
れ
が
、
実
際

に
お
こ
っ
た
惣
領
職
委
譲
の
経
緯
自
身
を
風
化
さ
せ
、
そ
の
時
の
文
書
の
み
が
残

っ

た
た
め
に
宗
兼
と
政
盛
の
惣
領
家
論
争
が
お
こ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
以
上
、
宮
氏
惣
領
職
に
対
す
る
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

【最
終
章
】

こ
の
小
論
を
記
述
す
る
上
で
、　
一
つ
暗
黙
の
う
ち
に
仮
定
と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は

『太
平
記
』
に
現
わ
れ
る
実
名
の
信
頼
性
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
宮
下
野

守
兼
信
及
び
官
下
野
次
郎
氏
信
の
実
名
を
確
認
で
き
る
史
料
は
、
「太
平
記
』
し
か
な

い
か
ら
で
す
。
近
世
の
史
料
で
あ
る
『備
陽
六
郡
誌
』
、
「福
山
史
料
』
、
「西
備
名
区
』

等
は
い
ず
れ
も
こ
の
時
期
の
亀
寿
山
城
主
の
実
名
を

『太
平
記
』
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

「備
後
古
城
記
』
の
記
述
も
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く

『太
平
記
』
を
参

考
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
以
下
に

『太
平
記
』
の
成
立
に
か

ん
す
る
史
料
を
調
べ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

鎮
西
探
題
と
し
て
有
名
な
今
川
了
俊

（貞
世
）
の
記
し
た

「難
太
平
記
」
の
中
に
、

「太
平
記
』
の
成
立
に
関
し
て
次
ぎ
の
よ
う
な
伝
聞
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
法
勝
寺

の
僧
恵
鎮
上
人
が
、
『太
平
記
』
の
原
本
を
足
利
直
義
の
も
と
に
持
参
し
た
と
き
、
直

義
が
側
近
の
学
僧
玄
恵
に
検
閲
さ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
原
本
に
は
多
く
の
誤
り
や
政

治
的
な
問
題
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
そ
れ
ら
の
削
除

・
修
正
が
完
了
す
る
ま
で
外
部

へ
の
公
開
を
禁
じ
ら
れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
「太
平
記
』
の
監
修

は
室
町
幕
府
の
手
に
依

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
「太
平
記
』
は
室
町

幕
府
の
草
創
に
参
画
し
た
武
家
達
に
と

っ
て
、
自
ら
の
家
系
の
功
績
を
主
張
す
る
拠

り
所
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
了
俊
は
『難
太
平
記
』
の
中
で
父
今
川
範
国

・

兄
範
氏
の
功
績
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
三
箇
所
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
三
箇
所
に
は

「も
し
や
さ
る
御
沙
汰
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
了

俊
の

『太
平
記
』
改
訂
に
た
い
す
る
期
待
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
「御
沙
汰
」
と
書
か

れ
る
と
い
う
こ
と
は

『太
平
記
』
改
訂
が
足
利
義
満
の
政
治
的
判
断
に
よ
っ
て
い
る

こ
と
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
以
上
か
ら
判
断
し
て

『太
平
記
』
の
記
述
内
容
に
は
室

町
幕
府
の
政
治
的
意
図
が
含
ま
れ
る
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
信
頼
す
る
こ
と
に
問
題
は

あ
り
ま
す
が
、
幕
府
草
創
期
の
正
史
を
意
図
し
た
面
も
あ
る
た
め
人
名
に
関
す
る
記

述
は
信
じ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
よ
っ
て
こ
の
小
論
で
は

『太
平

記
』
の
記
述
を
信
用
し
て
宮
下
野
入
道
の
実
名
を
兼
信
と
と
り
ま
し
た
。

以
上
、
ほ
ぼ
私
の
半
年
間
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
見
ま
し
た
。
自
分
な
り
に

一

生
懸
命
考
え
た
つ
も
り
で
す
が
、
勉
強
不
足
か
ら
誤
り
が
多
々
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
先
達
の
皆
さ
ん
の
御
批
評

・
御
批
判
等
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

宜
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【参
考
文
献
】

最
後
に
参
考
に
さ
せ
て
戴
い
た
文
献

・
史
料
を
提
示
し
ま
す
。

※
田
口
義
之
氏

『備
後
中
興
寺
徳
雲
寺
大
壇
越
宮
氏
七
代
編
年
実
録
』

「備
後
の
国
人
」
翁
山
城
志
　
第
九
集
』
所
収
）

「亀
寿
山
城
官
氏
に
つ
い
て
」
Ｑ
山
城
志
　
第
七
集
』
所
収
）
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「亀
寿
山
城
跡
に
つ
い
て
」

（福
山
市
立
福
山
城
博
物
館

『友
の
会
だ
よ
り
』
Ｎ。
１３
所
収
）

「久
代
宮
氏
の
出
白
に
つ
い
て
」
含
備
陽
史
探
訪
』
第
六
八
号
所
収
）

※
福
田
豊
彦
氏

「室
町
幕
府
の

「奉
公
衆
Ｌ

　

御
番
帳
の
作
成
年
代
を
中
心
と
し
て

３
日
本
歴
史
二
七
四
号
』
所
収
）

「室
町
幕
府

『奉
公
衆
』
の
研
究
」

禽
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
紀
要
三
』
所
収
）

※
福
田
豊
彦

・
佐
藤
賢

一
氏

「室
町
幕
府
将
軍
権
力
に
関
す
る

一
考
察
　
将
軍
近
習
を
中
心
と
し
て
」

∩
日
本
歴
史
』
三
二
人

・
九
号
所
収
）

※
今
谷
　
明
氏

コ
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
つ
い
て
」
翁
史
林
』
六
三
巻
六
号
所
収
）

※
小
林
　
宏
氏

「室
町
時
代
の
守
護
使
不
入
権
に
つ
い
て
」
翁
北
大
史
学
』
十

一
号
所
収
）

※
市
原
陽
子
氏

「室
町
時
代
の
段
銭
に
つ
い
て
」
翁
歴
史
学
研
究
』
四
〇
四

・
五
号
所
収
）

※
松
井
輝
昭
氏

「
国
上
使
」

・
「国
使
節
」
に
つ
い
て
の
覚
書
」
貧
広
島
県
史
研
究
』
五
号
所
収
）

※

『室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
　
下
』
　

佐
藤
進

一
氏

※

『室
町
幕
府
守
護
職
家
辞
典
　
下
』
　

今
谷
　
明

・
藤
枝
文
忠
氏
編

※

『広
島
県
史
』
　

中
世

・
古
代
中
世
資
料
編
Ⅳ

・
Ｖ

※

『岡
山
県
史
』
　

中
世
Ｉ

・
編
年
史
料

※

『福
山
市
史
』
　

上

※

『大
日
本
史
料
』
　

第
六
編
十
九

・
二
十
六

・
二
十
七

※

『群
書
類
従
』

※

『大
日
本
古
文
書
』

※

『南
北
朝
遺
文
』
　

中
国

。
四
国
編
第
四
巻

※

『岩
波
講
座
　
日
本
歴
史
７
　
中
世

３

』

※

『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
　

四

・
中
世
編
Ｉ

※

『古
文
書
入
門
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
　

飯
倉
晴
武
氏

※

『
日
本
の
歴
史
　
９

南
北
朝
の
動
乱
』
　

佐
藤
進

一
氏

※

『西
備
名
区
』
　

馬
屋
原
呂
平

　

（『備
後
叢
書
』
所
収
）

※

『備
陽
六
郡
志
』
　

一呂
原
八
郎
左
衛
門

　

（『備
後
叢
書
』
所
収
）

※

『福
山
志
料
』
　

菅
　
茶
山

※

『大
館
常
興
日
記
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『増
補
史
料
大
成
』
所
収
）

※

『康
富
記
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『増
補
史
料
大
成
』
所
収
）

※

『蔭
凍
軒
日
録
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『増
補
史
料
大
成
』
所
収
）

※

『萩
藩
閥
閲
録
』

※

『萩
藩
諸
家
系
譜
』
　

岡
部
忠
夫
氏
編
著

※

『石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
　
臨
放
記
』

※

『太
平
記

〈
よ
み
〉
の
可
能
性
』
　

丘
ハ藤
裕
己
氏

※

『
日
本
古
典
文
学
体
系
　
太
平
記
』

―-22-―



付表― 信頼度の高い文書に現われる宮氏
名   前 年  代 備 考 文 献

官 下 野 守 兼 信 1342年 議衆千年 「太平記J

童 人 道 1355年 文和四年五月十九日 賢俊僧正日記」「大日本資料」第六編之十九

官 下 野 人 道 1362年 康安二年 「太平記

菖 下 野 次 郎 氏 信 1362年 康安二年 太平記J

宮 F野 入 道 1364年 貞治三年九月 十四 日 「束寺百合文書」江二十七下之二十二 室町将軍足利義詮御教書
宮 「 野 入 道

1364年 自治 二年十月十四 月 前田家所蔵文書J占蹟文微二 室町将軍足利義詮御教書
富  ド 野  i 郎 1375年 永和元年四月 1「五 H 「花営二代記Jイ ,青水八幡宮参詣近習

菖 次 Ell λ:衛 ‖H欄 1377年 永和「1年 二月 1日 備後守護今川 F俊遵行状 1llil田 大学付属図書館所蔵文書

自 次 郎 左 衛 門 用 1378年 k和 四年二月十 日 高野山文書J宝簡集六 足利将軍家御教書 細|1頼之

訂 次 郎 左 衛 Fヨ 尉 1378年 R和四年人月廿五日 「高野山文書」又続宝簡集一四二 足利将軍家御教書 細川頼之
雪卜野人道迫仙(故人) 1381年 素暦三年二月 「田線文書1田総能里申状案

弓 次 郎 方 衛 門 尉 1381年 1暦 Jl年 二月 田線文書J田総能里申状案

上 野 介 1399年 き永六年 「応永記」宮上野介討死

雪 満 信 1408年 応永十五年十月十二日 「山内首腹家文書J人三号 室田r将軍家足千1義持御教書 使節:山内四郎次郎宛
雪次 郎 芹 衛 門 尉 満 4言 1412年 応永十九年七月 十六 日 石清水八幡宮放生会、足利義持公供奉衛府

ヨ次 郎 左 衛 門 晨 1417年 応永二十四年八月十二日石清水八幡官放生会、足利義持公供奉衛府

上 野 介 419年 心永二十六年人月十一 日 石清水八幡官放生会、足利義持公供奉布衣

弓 L野 助 (介力 )満信 1421年 応永二十八年十一月 「花営三代記J将軍家熊野代参

言 又 次 郎 教 信 1437年 永享九年十月二十一日 「永享九年十月二十‐日 行幸記録J布衣
自次 郎 芹 衛 門尉教 乍 1438年 享十年人月十五日 石清水八幡宮放生会、足利義教公供奉帯刀

宮 上 野 介 教 信 1442年 嘉吉二年 「御的日記

宮 上 野 介 教 信 1442年 1443年 嘉吉二年、三年 「御的日記J

言 上 野 介 1444年 1449年 四番在国衆 文安年中御番帳」

宮 [ 野 介 1450年 1456年 四番 永享以来御番帳

｛呂 上 野 介 1456年 索正三年 康正二年造内裏段銭丼國役引付」備後國所 七々ケ所段銭二拾貫文

菖 常 陸 介 持 信 1456年 1457年 兼止二年 御的日記」

官 上 野 介 1459年 1465年 四番 久下番帳J

1468年 応ti二年 応仁記」細川勝元によつて花御所追放され、東軍へ走る。

菖 若 狭 守 (政 信 ) 1475年 文明七年(1475年 ) r小早川家証文J二〇二号、二〇四号、二〇五号

3 上 野 介 1483年 頃 文明十五年頃カ 「平賀家文書J一五四号 大田垣胤朝書状
ヨ 若 狭 守 宗 兼 1487年 長享元年九月十二日 「長享元年九月十二日常徳院殿様江州御動座当時在陣衆着到J東山殿様祇候

ヨ 若 狭 守 1489年 長享三年人 月十二 日 蔭凍軒日録 1 下野守と若狭守が総領の論争

言 上 野 入 道 1492年 1493年 五番 東山殿時代大名外様附」

ヨ 又 次 1492年 1493年 五番 「東山殿時代大名外様附

ヨ 上 野 介 1510年 永正七年 大迫物手組日記J大追物手組

5 実 信 1521年 カ 1528年頃 大永年中カ 「萩藩閥閲録遺漏」巻四ノニ

5 上 野 介 1527年 カ 大永七年カ 「萩藩間閲録1巻六七 高須惣左衛門
雪  上  野 1537年 天文六年十二月十四日 証如上人日記」

■ 上 野 介 1539年 天文八年十二月十一日 「証如上人日記」

雪次 郎 左 衛 門 尉 548年カ 天文十七年力六月十六 日「毛利家文書J大内義隆書状 宮次郎左衛P5尉要害落去
壼次郎 右衛 門尉氏 兼 1408年 応永十五年十月十三日 f山内首藤家文書J八三号

雪次 郎 右 衛 門 尉 1415年 1421年 応永二十二～二十八年 「御的日記 |

備 中 守 1423年 1425年 応永三十～三十三年 御的日記J

B 備 中 守 1430年 7k夏 二年 「普廣院殿御元服記」御後衛府侍

宮 彦 次 1444年 1449年 四 杏 文安年中御番帳J

B 彦 次 1456年 康正三年 「康正三年造内裏段銭井回役引イすJ 備後國之内段銭三貫文
｛呂 彦 次 1459年 1465年 四番 「久下番帳

備  中  守 1461年 貢正 1年 御的日記 J

再 若 狭 守 宗 兼 1487年 東山殿様祇候人数 「長享元年九月 1+日 常徳院殿様江州御lll座当時在陣衆着到」

「 1 狭 1489イ 11 長享 1年 「蔭涼中f‖ 録| ド里i守と若狭守が総領の論争

宮 次 14921: 14931 ′l合 東山殿時代大名外様附J

F: I参 次 1541イ ll 人文「 年
「人館常興日記」天丈1年八月四H、 ↑iド野守家断絶、総守1職要求

宮 式 部 /FK盛 儡 1412年 ,さガく|プし1 イi清水八幡宮放生会、足利義持公供本衛府

宮  式   部  不 1417イ 11 応水 :|四 1 イ1占水八幡γf放′11会、足利義持公供本衛イf

宮  : 河  守 1421イ |: lL永 il八年 | サ 「花営 :代記1御台所熊野参:旨警護

1430イ |: /K'′ 1年 普険院殿御元服記J il力

γf i河 守盛廣 (康 ) 1439イ 11 永,「年人月 イ″キ水八幡官放生会、足利義教公供奉帯ノJ

|キ  三 カr 入 F 1444年 1449年 四番 「丈安年中御番帳

官  式   部  丞 1456年 康 i正三年 「康iH l年造内裏段銭丼囲役J付」 備後国段銭五貫文

官 式 7FK 1459年 1465年 四番 「久下番帳J

菖 左 衛 門 人 夫 14441 1449年 一番在 l■l衆 「文安年中御番rre

官 孫 左 衛 門 厚j 1444`F 1449年 ■誉 「文安年中御番帳」

官 孫 左 衛 門 人 夫 1450年
´
番 「永享以来御番帳

呂
,平 次 1487年 長享元年九月十二日常徳院殿様

'I州

御動座当時在陣衆着到J

白 常 陸 介 1492年 [493年 五杏 「東己1殿時代大名外様附 |
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付表二 信頼度の高い文書に現われる宮氏
七三号 室町幕府執事奉書 (

7(十 員十八 3)

永享九年十月二十  日 行幸記録J III供 奉

中戸文書J奪 元盛寄進状

康正三年進内裏段餞井國役引付

■0二 号、二〇四号、二〇五号

1内 首藤家文書」 ノし四 号

中,'文 iiJ官政盛蠣lホ L

人文 1年人夕:lti::、 宮 ド雲11
1:|「 l il  ll

イi清 水人幡宮放41会 、足利
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